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札幌市民文化奨励賞

川越　守
かわごえ　まもる

【受賞功績の紹介】

昭和 30年から、北大交響楽団の常任指揮者となり、さらに昭和

55年には北海道交響楽団を設立し、常任指揮者として数多くの

コンサートに活躍してきました。

また、作曲家としても、優れた作品を発表するなど、本市の音

楽文化の向上に貢献されています。

【受賞者の主な経歴】 （受賞時点の内容です）

昭和２７年(1952)　　北海道大学入学と同時に北大交響楽団に入団 

昭和３０年(1955)～　北大交響楽団常任指揮者 

昭和３５年(1960)～　作曲活動に取り組み、これまで百曲以上の作品を発表 

昭和３７年(1962)～　NHK札幌管弦楽団チェロ奏者 

昭和４６年(1971)　　第 4回北海道芸術新賞受賞（北海道文化団体協議会） 

昭和５５年(1980)　　北海道交響楽団設立（団長、常任指揮者） 

昭和５９年(1984)　　札幌市民文化奨励賞受賞 

昭和６１年(1986)　　北海道文化奨励賞受賞 

現　　　　　　在　　北海道教育大学講師 

（主な作曲「札幌市民の歌」、交響詩「サッポロ」など）


